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　口演報告は，２群９演題（第１群５演題，第２群４演
題）であった。１演題につき12分（発表８分，質疑応答
４分）をあて，第１群が１時間20分，第２群が１時間と
いう時間内で座長の司会のもとで行った。以下に示した
演題が発表された。発表時間がやや短い感があったが質
疑応答で補うことができた。
第１群　座長　大塚眞理子（埼玉県立大学）
口演１． 脳深部刺激療法（DBS）を受けたパーキンソ
ン病患者の日常生活における対処行動に関する
研究
　　　　高田純子（千葉大学医学部附属病院）
　　　　田所良之，谷本真理子，正木治恵
 （千葉大学大学院看護学研究科）
口演２． 働き盛り世代のうつ病の夫とともに生活する妻
の経験について
　　　　阿部玲子
 （千葉大学大学院看護学研究科博士前期課程）
　　　　飯野理恵，宮崎美砂子
 （千葉大学大学院看護学研究科）
口演３． 多系統委縮症（MSA）疑いで診断目的の入院
を経験した患者がその入院の経過中及び退院後
抱く思い
　　　　益田織江（千葉大学医学部附属病院）
　　　　田所良之，谷本真理子，正木治恵
 （千葉大学大学院看護学研究科）
口演４． 精神障害者本人が実感している生活の好転－２
事例の分析から－
　　　　時田礼子，宮崎美砂子
 （千葉大学大学院看護学研究科）
口演５． 緩徐進行性神経難病患者が考える移動動作を伴
う生活をどう送るかについての意向
　　　　小村文乃（荒川区保健所）
　　　　田所良之，谷本真理子，正木治恵
 （千葉大学大学院看護学研究科）
第２群　座長　今村恵美子
 （千葉大学大学院看護学研究科）
口演６． 保健師の現任教育における研究的取り組みの意
味
　　　　 石丸美奈，時田礼子，岩瀬靖子，飯野理恵， 
宮崎美砂子（千葉大学大学院看護学研究科）
口演７． 介護老人福祉施設における看取りの看護実践－
高齢者の人生で培われた意思を反映する実践に
着目して－
　　　　寺尾洋介
 （千葉大学大学院看護学研究科博士前期課程）
　　　　高橋良幸，谷本真理子，正木治恵
 （千葉大学大学院看護学研究科）
口演８． 糖尿病患者の自己表現からその人としてのあり
方を捉えるアプローチの試み
　　　　橋本美寿（東京慈恵会医科大学付属病院）
　　　　高橋良幸，谷本真理子，正木治恵
 （千葉大学大学院看護学研究科）
口演９． 看護を教える人の学びを支える授業リフレク
ション－看護教員と臨地実習指導者の取り組み
を通して－
　　　　永井睦子（神奈川県立平塚看護学校）
　第１群の口演１は，DBSを受けて１年以上経過して
いるパーキンソン病患者への半構造化面接から，６つの
対処行動の変化を見出したものである。口演２は，働き
盛り世代の時にうつ病を発症し回復期もしくは寛解期
にある夫とともに生活している妻にインタビューを行
い，妻の経験を分類整理し，妻が自分らしく健康や生活
を維持して行く方法を考察したものである。口演３は，
MSAの診断後，自宅で療養生活を送る３名の患者に対
し半構成的面接を行い，検査入院中と退院後に抱いた思
いを見出したものである。口演４は，２名の在宅精神障
害者に対し半構成的面接調査を行い，本人が実感してい
る生活の好転を明らかにしたものである。口演５は，障
害の進行が緩徐である神経難病患者に，半構成的面接を
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行い，移動動作を伴う生活をどう送るかという意向と意
向形成に影響した事柄から意向形成の仕方の特徴を見出
したものである。
　第２群の口演６は，地域看護学や保健師業務テキスト
に書かれている地域看護研究に関する内容を分析し，保
健師が研究を行う意味および研究の位置づけを明確にし
たものである。口演７は，介護老人福祉施設で看取りの
経験がある看護師へのインタビューから，意思を捉え難
い終末期にある高齢者の意思をどのように捉え，ケアに
反映させているかを明らかにしたものである。口演８
は，糖尿病患者が糖尿病を抱えながら生活する自分をど
のように表現するかに着目することで，看護職者は糖尿
病患者がもつその人らしさ，その人としてのあり方を捉
えられるのではないかという視点で取り組まれた研究で
ある。
　口演９は，看護学生の実習指導をした看護教員と病院
の実習指導者が自分の指導についてリフレクションする
機会を設け，その成果を見出したものである。
